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皆さんは、どのような時に図書館を利用していますか？　
本を借りる、レポート作成のための資料を探すなど、様々な目的で利用されているかと思います。
あまり知られていませんが、図書館では資料の貸出しだけでなく、様々なサービスを行っています。

今回は、図書館サービスのいくつかをご紹介します。

　図書館のカウンターに「レファレンス」と表示されたプレート
があることをご存じですか？
　レファレンスとは「必要とする文献や参考図書についての問
い合わせに応じたり、検索に協力したりする」サービスのことで
す。図書館では、このレファレンスを行っています。
　「調査の対象やキーワードは分かっているけど、適当な資料が
見つからない」といった時には、レファレンスカウンターにご相
談ください。

図書館サービスの紹介

資料探しのお手伝い

（名古屋図書館　レファレンスカウンター） （豊橋図書館　レファレンスカウンター）

　「検索用パソコンで資料を探してみたが、ヒットしなかった」
といった経験はないでしょうか？愛知大学図書館に目当ての資
料がないからといって、諦める必要はありません。そんな時は
「相互貸借制度」を利用してください。この制度を使えば、他大
学図書館から本を借りたり、必要なページのコピーを取り寄せ
ることができます。図書館スタッフが目的の資料を持っている
図書館を調べて、取り寄せ方法をご説明します。気軽にご相談
ください。

他の図書館の
資料を借りる、
コピーを取り寄せる

　企画展示コーナーでは、その時々の旬な資料を展示していま
す。最近では、キャリア支援課とのコラボ企画である「Learning
＋支援コーナー」や、「夏」をテーマにしたオススメ資料などを展
示しました。

企画展示コーナーの開設

　「新聞記事を探したい」「判例を検索したい」といった時に役立
つのが「データベース」です。
　データベースであればキーワードや日付をもとに検索を行
い、すぐに目的の記事を閲覧することができます。利用できる
データベースの一覧は、図書館ホームページの「データベース」
をご覧ください。

（URL:http://library.aichi-u.ac.jp/db.php）
　定期的にデータベースの活用講習会も開催しています。ぜひ
ご参加ください。講習会の内容については「知ってよかったデー
タベース講習会」（6ページ）の記事を参考にしてください。

データベース

　名古屋図書館のディスカッションルーム、豊橋図書館のグ
ループ学習室やラーニングコモンズはグループ学習に最適な
場所です。これらの場所にはホワイトボードと可動式の机が設
置されています。人数に合わせて机を動かし、学習スタイルに
合わせた環境を作ることができます。パソコンを借りて備付け
のプロジェクターを利用すれば、プレゼンテーションの練習も
行えます。

グループ学習

（名古屋図書館　Learning＋支援コーナー） （豊橋図書館　企画展示コーナー）

　今回ご紹介した内容は、全て学生皆さんのためのサービスです。ぜひ、これらのサービスを活用し、学習に役立ててください。

新館長就任のご挨拶

M e s s a g e

　わたしが愛大に就職して一番うれしかったのは、本が
好きなだけ買えるようになったことである。もっとも、
家は家人との共同空間だから、あまりたくさんは置けな
い。自然、本は研究室にたまっていく。研究室はこれまで
２度引っ越しし、引っ越しするたびに大量の本を処分し
た。５号館から研究館に引っ越したときは、本棚30本分
はあった本を20本分にまで減らした。それでも本は日々
増え続ける。
　本が増え続ける原因は、専門書はもちろん、それ以外
の分野の本を大量に買い込むからである。それはある時
期に、紀田順一郎、谷沢永一、鹿島茂、丸谷才一といった
読書人たちの「本の本」に出会い、読む本の範囲が広がっ
たからである。新聞は毎日と中日の２紙を購読している
から、日曜の書評欄はいつも楽しみだ。他に『週刊読書
人』という書評紙も取っているから、読みたい本はどん
どん増える。本はアマゾンでも買うが、なるべく現物を
見てから買いたいので、毎週１度は街の精文館へ出かけ
る。ここの本揃えは名古屋の大書店に引けをとらない。
　図書館の新刊書コーナーも、新刊書に触れる貴重な場
だ。「あ、こんな本が出てる」と手に取ることも少なくな
い。収書スタッフに感謝だ。しかし、ここでの本は開架図

書を含め、長く手元においておきたいときは自分で買
う。開架図書は基本的に学生のための本である。教員が
専有してはいけない。
　こうした専門外の本はだいたい毎日夜寝る前に布団
の中で読むのだが、いかんせん、わたしは寝つきがいい
ので数頁読むとすぐ眠くなる。それでもがんばって月に
何冊かは読了する。面白い本が新たに見つかれば、前の
本は横において、その新しい本を読み出すこともある。
時には何冊か平行して読むこともある。
　10年ほど前にブクログというコーナーをホームペー
ジ上につくってもらい、読んだ本はなるべくここに書評
を書くようにしている。すでに350冊を越えた。人にも
よるのだろうが、わたし自身について言えば、本という
ものは読む尻から忘れていく。だから、最初は個人的な
備忘録代わりに始めたのだが、そのうち、著者から書評
の礼状メールが来たりするようになった。亡くなった著
者の家族から心温まる礼状をいただいたこともある。だ
から、書くときもおろそかには書けない。時間がかかる。
しかし、書くことでその本に対する理解も深まる。

図書館長・豊橋図書館長の
あいさつ わたしと本とブックレビュー

図書館長・豊橋図書館長
荒川 清秀

　思い返せば、図書館および館内職員の方々には随分お
世話になり、多くのことを学び、恵まれた環境を享受さ
せていただいた。大学教員になってすぐ、研究員として
活動したメディア教育開発センター（放送大学）、現在で
もお世話になっている国立情報学研究所、科学技術振興
機構、そして他大学も然りである。図書館の有用性、可能
性については、10年程度前から、ICT の一段の進歩を発
端として再認識するようになる。
　高等教育関係の学会、フォーラム、図書館関係のイベ
ントにはできるだけ参加してきた。発起人となった「大
学教育改革フォーラムin東海」では、本学の豊橋図書館事
務課係長（当時）にご登壇いただいたこともある。その
後、ICTの進歩、質向上は、国内外で電子書籍に限らず、教
材や授業のアーカイブ提供などに繋がっていった。

「ラーニング・コモンズ」や「アクティブ・ラーニング」が
「流行」した際には、海外も含め、見学させていただいた。
以前から注目していたflipped授業も、図書館を利用する
方法を含め普及しつつある。むろん、これらの見識や経
験を利活用してきた。研究面では、図書・学術雑誌の利用
に始まるが、国内外のいくつかの学術雑誌の編集にも携
わっている。海外に向けてオープン・アクセスの雑誌も
立ち上げた。最近では、日進月歩の技術・技法、取り組み
に追いつくのに大変な状況である。また、学内ではじま
り幹事役の一人を務める「土曜会（読書会）」では、それぞ
れの「知」の個性を基にした闊達な議論に参加させてい
ただいており、これは贅沢な空間である。多くの知見や

真摯な取り組みに触れるのは、まことに幸せだ。
　大学図書館の役割に関して、さほど見解の相違はなか
ろう。教育・研究活動の効果的・効率的な展開、社会に対す
る教育・研究活動の発信と連携などである。経済学部のさ
さしま移転前に、学部長として、研究活動の活性化、産学
官連携の実現に加え、「主体的・能動的な学びを引き出す
ための、学生参加型授業、協調・協働学習、課題解決・探求
型の学び、体験学習」「現実社会の課題と専門的知識との
関連性を意識し、体験と知識を総合化する方法の修得」を
方針として掲げたが、その考えは微塵も変化していない。
これらの実現のためには、教育・研究活動の深化に加え
て、図書館での専門能力を有する人的資源の活用・支援、
図書館間の組織的連携、図書館を含めたコンテンツ分野
でのICTのさらなる活用（言うまでもなく、電子媒体のみ
ならず紙媒体の資料などを維持、提供することも必要で
ある）、学内関連組織の連携が求められる。そして、「思索
の場」「知的営為がなされる場」が大学、図書館にはほし
い。さらに名古屋校舎では、「居場所」としての配慮が求め
られている。空間としての最大の利用者は学生であり、そ
のために最大限の配慮をするのは当然である。
　幸い、スタッフの方々にも恵まれている。学生サポー
ターも存在する。「知を愛する」教職員、大きな可能性を
秘めた学生、そして地域・社会の皆さんと、よりよいもの
をともに築き上げていきたい。大学が本来の機能・役割
を果たすために。

名古屋図書館長の
あいさつ 求められる図書館とは―自身の経験から―

名古屋図書館長
栗原　裕
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パンチ穴対応フォーマット A3 見開き用


